
い
る
。
そ
の
た
め
、
「
地
域
の
川
の
再
生
パ
ッ
ク

(
R
e
v
i
v
i
n
g
t
h
e
R
e
g
i
o
n
'
s
R
i
v
e
r
sP
a
c
k
）
）
な

ど
の
様
々
な
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
教
材
が
つ
く

ら
れ
、
多
く
の
学
校
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
参
加
し

て
い
る
。
（
写
真
５
）

マ
ー
ジ
ー
川
と
鶴
見
川
の
流
域
交
流
が

目
指
す
も
の

①
－
Ｍ
Ｂ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク

　
イ
ギ
リ
ス
で
は
長
い
市
民
社
会
の
歴
史
の
中
で
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
、
シ
ビ
ッ
ク
ト
ラ
ス
ト
な
ど

様
々
な
市
民
社
会
実
現
の
た
め
の
し
く
み
を
つ
く
っ

て
き
た
。
こ
の
Ｍ
Ｂ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
ほ
ぼ
同
時
期

に
同
じ
環
境
大
臣
の
提
唱
で
は
じ
ま
っ
た
、
ビ
ジ
ョ

ン
と
方
法
論
を
共
有
す
る
環
境
改
善
運
動
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
ワ
ー
ク
が
あ
る
。

　
Ｍ
Ｂ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
そ
の
名
の
通
り
流
域
と
い

う
エ
リ
ア
を
特
定
し
、
水
を
テ
ー
マ
に
流
域
の
市
民
、

企
業
、
行
政
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
で
、
流

域
全
体
か
ら
支
川
流
域
へ
と
い
わ
ば
内
向
型
の
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
一
方
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
は
、
全
国
レ
ベ
ル
で
は
グ
ラ
ン

ド
ワ
ー
ク
事
業
団
が
政
府
や
企
業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
組
み
、
か
つ
、
地
域
レ
ベ
ル
で
は
地
域
毎

に
エ
リ
ア
を
設
定
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
・
ト
ラ

ス
ト
と
い
う
民
間
の
専
門
家
集
団
を
立
ち
上
げ
、
地

方
自
治
体
、
地
域
企
業
等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
り
地
域
の
様
々
な
環
境
問
題
に
取
り
組
む
活
動

で
あ
る
。
い
わ
ば
ト
ラ
ス
ト
方
式
を
手
法
に
全
国
展

開
を
図
る
外
向
型
の
取
り
組
み
に
特
徴
が
あ
る
。
現

在
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
留
ま
ら
ず
、
ド
イ
ツ
や

日
本
に
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
の
理
念
が
紹
介
さ
れ
、
活

動
か
海
外
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

　
マ
ー
ジ
ー
川
流
域
で
は
、
多
く
の
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー

ク
・
ト
ラ
ス
ト
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
現
場
に
お
い

て
は
両
者
は
協
力
し
合
っ
て
、
具
体
的
な
環
境
改
善

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
テ
ー
マ
と
手
法
の

異
な
る
二
つ
の
し
く
み
は
、
現
場
の
環
境
改
善
に
お

い
て
は
互
い
に
協
力
し
合
う
パ
ー
ト
ナ
ー
の
関
係
に

あ
る
。

　
こ
の
二
つ
の
取
り
組
み
に
み
る
よ
う
に
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
は
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
成
熟
社
会
に
お

け
る
二
十
一
世
紀
の
地
域
づ
く
り
の
手
法
の
主
流
に

な
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
重
層
的
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
英
国
の
み
な
ら
ず
わ
が
国
に

と
っ
て
も
、
今
後
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
つ
く
っ

て
い
く
上
で
重
要
な
し
く
み
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
Ｍ
Ｂ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
魅
力
は
、
目
標
と
達
成
期

限
を
明
確
に
掲
げ
、
こ
の
た
め
の
政
府
の
事
業
予
算

を
提
示
し
、
そ
の
手
法
と
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
呼
び
か
け
た
こ
と
と
、
環
境
を
基
盤
に
新
し
い
社

会
を
再
構
築
す
る
た
め
に
新
た
な
推
進
主
体
形
成
の

し
く
み
を
打
出
し
、
こ
れ
へ
の
参
加
を
促
す
運
動
と

い
う
展
開
を
図
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
当
然
生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。
二

十
五
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
次
の
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
育
ち
、
そ
の
世
代
が
こ
の
Ｍ
Ｂ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
る
企
業
を
ど
う
と
ら
え
る

か
、
企
業
に
と
っ
て
も
大
き
な
関
心
事
と
な
る
。
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
の
半
分
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る

現
在
、
現
時
点
で
の
評
価
も
求
め
ら
れ
て
く
る
で
あ

ろ
う
。

②
－
Ｍ
Ｂ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
鶴
見
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
　
キ
ン
グ
の
活
動

　
と
こ
ろ
で
、
鶴
見
川
で
は
平
成
三
年
の
春
か
ら
流

域
で
活
動
す
る
市
民
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

川
、
流
域
の
環
境
改
善
の
活
動
、
鶴
見
川
流
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
（
以
下
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
）
が
始
ま
っ
て

い
る
。
平
成
九
年
二
月
に
行
っ
た
マ
ー
ジ
ー
川
流
域

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
の
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
多
く
の
示

唆
を
鶴
見
川
に
与
え
て
く
れ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
に
イ

ギ
リ
ス
の
Ｍ
Ｂ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
鶴
見
川
の
取
り
組

み
の
共
通
点
と
違
い
の
再
認
識
が
あ
る
。

　
Ｍ
Ｂ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
政
府
が
環
境
改
善
の

コ
ン
セ
プ
ト
・
目
標
を
掲
げ
、
こ
れ
に
多
く
の
市

民
、
企
業
の
参
加
を
促
す
方
法
で
運
動
を
展
開
し
て

き
た
。
ま
ず
、
し
く
み
が
つ
く
ら
れ
、
予
算
が
確
保

さ
れ
、
流
域
全
体
へ
理
念
が
広
報
さ
れ
、
各
地
で
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
や
環
境
学
習
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

実
行
さ
れ
、
次
第
に
支
川
流
域
単
位
で
の
よ
り
地
域

に
密
着
し
た
総
合
的
取
り
組
み
へ
と
展
開
し
て
き
て

い
る
。
い
わ
ば
、
理
念
か
ら
具
体
へ
、
全
流
域
か
ら

支
川
流
域
単
位
へ
活
動
が
深
化
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
具
体
の
地
域
活
動

に
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
専
門
家
の
存
在
が

不
可
欠
と
な
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
で
は
ト
ラ
ス

ト
の
ス
タ
ッ
フ
が
全
国
か
ら
公
募
さ
れ
、
ま
た
Ｍ
Ｂ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て
も
、
Ｍ
Ｂ
ト
ラ
ス
ト
の
ス

タ
ッ
フ
が
各
地
域
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
支
流
流
域

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
を
全
国
か
ら
公
募
し
、

適
任
者
を
有
給
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
雇
用
す
る
し
く
み

が
イ
ギ
リ
ス
で
は
す
で
に
で
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

ス
タ
ッ
フ
は
数
年
単
位
（
雇
用
期
間
は
お
お
む
ね
三

年
）
で
、
次
々
と
他
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
転
職
し
、

自
己
実
現
を
図
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
雇
用
期
間

中
の
コ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
人
件
費
は
信
託
さ
れ
る
が
、

一
　
特
集
・
総
合
的
地
域
開
発
の
あ
り
方
③
事
例
か
ら
見
る
総
合
的
地
域
開
発
の
概
念
と
課
題
（
海
外
・
他
都
市
）

写真－５　バートンウッドネーチャーエリアマージー川流域交流フォーラム風景写真－６
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
費
用
の
多
く
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
工
夫
・

努
力
に
よ
っ
て
、
企
業
や
自
治
体
、
助
成
金
等
か
ら

調
達
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
成
果
が
あ
が
ら
な
け
れ
ば

ス
タ
ッ
フ
の
交
代
と
な
り
、
常
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
有

能
な
人
材
が
投
入
さ
れ
る
し
く
み
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
ス
タ
ッ
フ
の
公
募
に
あ
た
っ
て
は
、

専
門
能
力
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
例
え
ば
グ
ラ
ウ

ン
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
人
を
見
る
目
＝
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

ト
能
力
＝
コ
モ
ン
セ
ン
ス
(
c
o
m
m
o
n

s
e
n
s
e
）
の

あ
る
人
材
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
採
用
に
お
い
て

最
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
英
国
社
会
が

歴
史
的
に
築
い
て
き
た
人
材
シ
ス
テ
ム
が
有
効
に
機

能
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ト
ラ
ス
ト
な
ど
の
多

く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
活
躍
で
き
、
雇
用
の
一
部

を
担
う
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
鶴
見
川
で
は
、
流
域
の
市
民
団
体
が
流
域

を
視
野
に
お
い
た
個
々
の
活
動
を
通
じ
て
、
他
の
団

体
と
知
り
合
い
互
い
に
交
流
す
る
中
で
次
々
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
増
殖
さ
せ
、
さ
ら
に
、
様
々
な
行
政
と

の
連
携
活
動
を
展
開
し
な
が
ら
、
流
域
の
環
境
改
善

や
提
案
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
自
然
発
生

的
に
市
民
の
活
動
が
川
沿
い
に
つ
な
が
り
、
行
政
と

の
関
係
も
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
「
鶴
見
川
・

い
き
・
い
き
・
セ
ミ
ナ
ー
」
等
の
学
習
会
、
「
ふ
れ

あ
っ
て
鶴
見
川
」
等
啓
発
イ
ベ
ン
ト
、
「
鶴
見
川
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
等
）
を
通
じ
て
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
的
に
形
成
さ
れ
、
よ
う
や
く
流
域
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
形
と
し
て
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
市
民
団
体
相
互
の
調
整
・
と
り
ま
と

め
や
行
政
と
の
連
携
・
調
整
を
行
う
専
門
家
は
、
Ｔ

Ｒ
ネ
ッ
ト
が
必
要
に
せ
ま
ら
れ
事
務
局
と
い
う
形
で

機
能
さ
せ
て
き
た
。
そ
し
て
、
市
民
が
自
ら
現
場
で

の
活
動
を
通
じ
て
専
門
的
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
市
民

と
し
て
参
加
し
た
学
識
者
・
専
門
家
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
て
い
る
。
昨
年
、

こ
の
事
務
局
機
能
の
強
化
を
図
る
目
的
で
、
有
限
会

社
・
流
域
法
人
バ
ク
ハ
ウ
ス
を
設
立
し
、
専
従
ス
タ
ッ

フ
三
人
が
運
営
に
当
っ
て
い
る
。

　
次
に
共
通
点
で
あ
る
が
、
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
が
Ｍ
Ｂ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
共
感
を
持
つ
こ
と
は
、
流
域
（
地
域
）

を
テ
ー
マ
と
し
た
市
民
活
動
と
行
政
、
企
業
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
社
会
的
に
位
置
づ
け
た
仕
組
み
が

す
で
に
イ
ギ
リ
ス
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

図―５　鶴見川流域ネットワーク組織図

　
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
は
、
バ
ク
の
形
の
地
図
を
共
有
し
、

鶴
見
川
流
域
で
の
連
携
に
徹
し
て
活
動
を
展
開
し
た

結
果
、
河
川
法
改
正
の
追
風
も
加
わ
り
、
自
治
体
レ

ベ
ル
で
の
行
政
単
位
で
あ
る
市
・
区
と
の
連
携
に
よ
っ

て
、
上
中
下
流
域
、
支
川
流
域
で
の
よ
り
地
域
に
密

着
し
た
川
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
押
し
進
め
よ
う

と
、
平
成
九
年
暮
か
ら
相
次
い
で
サ
ブ
ネ
ッ
ト
を
誕

生
さ
せ
て
い
る
。
Ｍ
Ｂ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
同
様
、
全

流
域
か
ら
地
域
、
支
川
流
域
へ
と
活
動
は
深
化
し
、

地
域
レ
ベ
ル
で
の
環
境
、
福
祉
、
教
育
な
ど
の
分
野

の
市
民
活
動
や
行
政
機
関
と
連
携
し
は
じ
め
て
い
る
。

図一６　鶴見川流域図とシンボルマーク「バク」
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必
然
的
に
従
来
の
町
内
会
・
自
治
会
等
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
連
携
も
工
夫
さ
れ
だ
し
た
。
こ
の
よ
う

に
サ
ブ
ネ
ッ
ト
は
、
地
域
住
民
団
体
、
他
の
ま
ち
づ

く
り
団
体
、
企
業
、
市
・
区
行
政
等
と
の
流
域
を
視

野
に
お
い
た
総
合
的
な
川
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
志

向
し
は
じ
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
は
、

環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
流
域
の
専
門
家
集
団
及
び
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
各
地
域
で
担
お
う

と
活
動
を
始
め
て
い
る
。

③
－
流
域
地
場
産
業
の
す
す
め

　
マ
ー
ジ
ー
川
と
鶴
見
川
は
と
も
に
か
つ
て
の
重
工

業
全
盛
時
代
の
産
業
構
造
を
支
え
て
き
た
川
で
あ
り
、

い
ま
だ
に
多
く
の
工
場
、
企
業
が
、
流
域
に
立
地
し

て
い
る
。
Ｍ
Ｂ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
こ
れ
ら
の
企

業
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
参
加
し
、
低
成
長
期
の
続

く
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
中
で
、
企
業
の
環
境
改
善
へ
の

社
会
貢
献
が
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
。
鶴
見
川
を
は
じ

め
、
日
本
の
川
の
環
境
改
善
で
は
、
ま
だ
ま
だ
こ
の

よ
う
な
土
壌
が
醸
成
さ
れ
て
い
な
い
。

　
し
か
し
、
流
域
志
向
は
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会

の
構
築
の
方
向
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ

の
方
向
は
、
地
域
内
の
技
術
を
使
っ
て
、
地
域
内
の

資
源
を
再
生
産
・
利
用
し
、
地
域
内
で
消
費
す
る
、

い
わ
ば
地
場
産
業
の
地
産
地
消
の
基
本
理
念
と
共
通

す
る
。
そ
こ
で
、
流
域
地
場
産
業
の
可
能
性
も
踏
ま

え
た
鶴
見
川
流
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
流
域
社
会

の
明
日
を
戦
略
的
に
描
い
て
み
る
と
、
鶴
見
川
流
の

「
流
域
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
見
え
て
く
る
。
そ
の
基

本
は
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
市
民
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
、
こ
れ
に
基
礎
を
お
い
た
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
、
そ
し
て
、
流
域
の
資
源
を
再
利
用
・
再
生

産
す
る
循
環
型
産
業
活
動
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

視
点
か
ら
鶴
見
川
流
域
で
資
源
と
な
る
も
の
は
流
域

の
環
境
と
人
材
及
び
、
こ
れ
ら
に
か
か
わ
る
情
報
で

あ
る
と
考
え
る
。
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
で
は
、
こ
れ
ら
の
資

源
を
ま
さ
に
活
用
し
て
、
自
然
観
察
会
、
流
域
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
川
と
福
祉
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
環
境
セ
ミ

ナ
ー
、
体
験
学
習
、
地
場
野
菜
等
の
産
直
購
入
、
及

び
こ
れ
ら
の
活
動
に
付
属
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発

行
、
流
域
情
報
誌
「
流
域
人
」
の
発
行
、
環
境
グ
ッ

ズ
の
販
売
、
映
画
の
製
作
・
上
映
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
提
供
な
ど
を
、
市
民
活

動
と
し
て
す
で
に
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動

は
見
方
を
変
え
れ
ば
、
環
境
学
習
産
業
、
環
境
福
祉

産
業
、
教
育
産
業
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
無
農
薬
有

機
農
業
等
の
新
し
い
環
境
保
全
型
・
複
合
型
産
業
の

土
壌
づ
く
り
、
地
産
地
消
の
掘
り
起
こ
し
を
行
っ
て

い
る
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
流
域
地
場
産
業
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
企

業
化
、
企
業
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
的
な
性
格
が
見
え
て
き
そ

う
で
あ
る
。
二
十
一
世
紀
に
は
、
こ
の
流
域
を
単
位

と
し
た
循
環
型
、
内
向
型
、
静
脈
産
業
が
、
硬
化
し

き
っ
た
動
脈
型
産
業
に
持
続
可
能
な
流
域
社
会
へ
の

道
筋
を
着
実
に
切
り
開
い
て
い
っ
て
く
れ
る
で
あ
ろ

う
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Λ
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
世
話
人
Ｖ

図‐７　ＴＲネット提案
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特
集
・
総
合
的
地
域
開
発
の
あ
り
方
③
事
例
か
ら
見
る
総
合
的
地
域
開
発
の
概
念
と
課
題
（
海
外
・
他
都
市
）
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